
「
ど
ろ
ぼ
う
の
悲
し
み
」

（
新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門
応
募
作
品
）

や
ま
と　

そ
ら
（
東
京
都
中
野
区
）

【
審
査
員
講
評
】

　

な
る
ほ
ど
！　
「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」
を

こ
ん
な
視
点
で
オ
マ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
と
面
白
く
読
み
ま
し
た
。
お
な
か
が
す
い
た
ど
ろ

ぼ
う
の
葛
藤
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
誘
惑
、
揺
れ
動
く
心
理

描
写
は
お
見
事
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
丸
呑
み
す
る
場

面
で
は
こ
ち
ら
ま
で
お
な
か
が
む
ず
が
ゆ
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
が
ツ
ノ
を
打
ち
合
わ
せ
る
と
こ

ろ
は
面
白
い
で
す
ね
。
レ
モ
ン
色
の
カ
タ
ツ
ム
リ
に
は

出
会
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。（
村
上　

し
い
こ
）

（文部科学大臣賞）
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自
由
創
作
部
門

【
一
般
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
愛
知
県
知
事
賞
〉

「
松
の
道
」

村
上
あ
つ
こ（

東
京
都
江
戸
川
区
）

▽
優
秀
賞
〈
半
田
市
長
賞
〉

「
冬
の
リ
ュ
ウ
」

林
田　

香
菜（
東
京
都
中
央
区
）

▽
特
別
賞
〈
ミ
ツ
カ
ン
賞
〉

「
二
本
の
赤
え
ん
ぴ
つ
」

に
し
の
桃
子（

愛
知
県
尾
張
旭
市
）

▽
特
別
賞〈
知
多
信
用
金
庫
賞
〉

「
キ
ッ
チ
ン
の
賢
者
」

山
中　

秋
（
山
梨
県
北
杜
市
）

▽
特
別
賞
〈
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
賞
〉

「
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
に
は
」

さ
か
た
や
す
よ（

東
京
都
日
野
市
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
公
益
社
団
法
人
半

田
青
年
会
議
所
賞
〉

「
カ
ラ
ス
の
時
代
」

池
田
優
織
（
千
葉
県
千
葉
市
）

▽
特
別
賞〈
半
田
信
用
金
庫
賞
〉

「
人
が
消
え
る
町
」

岡
上
の
ぞ
み（
大
阪
府
高
槻
市
）

▽
佳
作

「
蝉
日
記
」

足
立
陽
菜
乃（
愛
知
県
知
多
市
）

「
ふ
し
ぎ
な
な
つ
ま
つ
り
」

木
村
琴
羽
（
愛
知
県
大
府
市
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
議
会
議
長
賞
〉

「
う
さ
ぎ
と
か
げ
」

小
林
想
葉（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▽
佳
作

「
天
国
条
約
」

高
橋
悠
（
愛
知
県
半
田
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
中
日
新
聞
社
賞
〉

「
雨
あ
が
り
」

加
藤
あ
い
紗（
愛
知
県
安
城
市
）

▽
佳
作

「
う
ら
ら
ち
ゃ
ん
の
す
て
き
な

し
ゅ
く
だ
い
」

河
尻
悠
季
（
愛
知
県
半
田
市
）

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
教
育
委
員
会
賞
〉

「
キ
ツ
ネ
の
お
ど
り
」

藤
野
高
美
（
福
岡
県
小
郡
市
）

▽
特
別
賞

〈
新
美
南
吉
顕
彰
会
賞
〉

「
青
い
帽
子
」

西
川
夏
未
（
愛
知
県
半
田
市
）

▽
佳
作

「
う
そ
時
計
の
う
た
」

七
ツ
樹
七
香（
熊
本
県
熊
本
市
）

「
幻
燈
」

菊
地
奏
（
東
京
都
練
馬
区
）

審
査
結
果

審
査
結
果

　

今
年
は
全
国
か
ら
一
六
三
七
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
ど
ろ

ぼ
う
の
悲
し
み
」
は
記
念
館
Ｈ
Ｐ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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新
美
南
吉
顕
彰
会
で
は
、
新
美
南
吉
記
念
館
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
南
吉
案
内
人
」
を
養
成
し
、
展

示
室
ガ
イ
ド
や
文
学
散
歩
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
新
た
に
第
四
期
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

記
念
館
で
は
既
に
一
期
生
か

ら
三
期
生
ま
で
の
「
南
吉
案
内

人
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
た

だ
一
期
生
が
誕
生
し
た
の
は
平

成
十
七
年
―
―
今
か
ら
二
十
年

前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
メ

ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
減
少
な
ど

の
問
題
が
浮
上
し
、
昨
年
、
第

四
期
生
の
募
集
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
十
人

の
「
南
吉
案
内
人
」
に
は
、
ま

ず
は
じ
め
に
南
吉
の
生
涯
と
作

品
に
つ
い
て
学
ぶ
養
成
講
座
を

受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
講
座

は
全
九
回
で
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

や
「
手
袋
を
買
い
に
」
し
か
知

ら
な
い
と
い
う
方
で
も
ガ
イ
ド

が
出
来
る
よ
う
、
南
吉
の
生
い

立
ち
か
ら
丁
寧
に
講
義
し
て
い

ま
す
。

　

既
に
活
動
し
て
い
る
「
南
吉

案
内
人
」
の
中
に
は
、
こ
れ
を

機
に
南
吉
に
つ
い
て
学
び
直
し

た
い
と
い
う
方
も
い
て
、
新
旧

入
り
混
じ
っ
て
の
受
講
風
景
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
養
成
講
座
は
座
学
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
第

八
・
九
回
で
は
文
学
散
歩
も
行

い
、
ふ
る
さ
と
半
田
と
、
女
学

校
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
安
城

を
歩
き
ま
し
た
。
南
吉
が
暮
ら

し
た
場
所
や
作
品
の
舞
台
な

ど
、
ゆ
か
り
の
地
を
実
際
に
訪

れ
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
知
識

が
身
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

全
て
を
受
講
し
終
え
て
、
四

期
生
は
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
活

動
を
は
じ
め
ま
す
。
ま
ず
は
先

輩
案
内
人
の
補
助
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
、
徐
々
に
独
り
立
ち
し

て
い
く
予
定
で
す
。
展
示
室
で

「
南
吉
案
内
人
」
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
黄
色
い
ベ
ス
ト

を
見
か
け
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　

＊

　

展
示
室
ガ
イ
ド
は
土
・
日
・

祝
日
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。

予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
案
内
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
直
接
ガ
イ
ド
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。

　

文
学
散
歩
の
申
込
み
は
、
希

望
日
の
十
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
新
美
南
吉

顕
彰
会
の
Ｈ
Ｐ

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▲ 養成講座・受講風景

▲ 文学散歩（半田・岩滑八幡社）

　

記
念
館
敷
地
内
の
森
の
整
備
・
活
用
を
行
う
「
童
話
の
森
で
。
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
十
一
月
二
日
（
土
）
～
四
日
（
月
）
に

文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は
三
日
（
日
）
に

「
近
代
詩
の
伝
道
師
Ｐ
ｉ
ｐ
ｐ

ｏ
の
部
屋
」
が
催
さ
れ
、
学
芸

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
模

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
三
部
構
成
で
、

は
じ
め
に
「
童
話
の
森
で
。」

参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
ひ
た
す

ら
木
を
伐
採
し
た
初
期
の
話
や

現
在
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。
南
吉
作
品
の
舞
台
で
あ

る
〝
童
話
の
森
〟
を
愛
す
る
気

持
ち
や
、
次
代
へ
繋
い
で
い
こ

う
と
す
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
お
話
で
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
、
南
吉
の

詩
か
ら
、後
藤
ち
さ
と
さ
ん（
高

校
生
）
が
「
仲
間
は
づ
れ
の
」、

鈴
木
泉
（
市
職
員
）
が
「
林
檎
」、

三
輪
み
な
み
（
学
芸
員
）
が
「
天

国
」、Ｐ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
さ
ん
が
「
墓

碑
銘
」
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
理
由
を
語
り
ま
し
た
。
異

色
の
メ
ン
バ
ー
で
、
作
品
と
の

出
会
い
、
感
じ
方
に
も
違
い
が

あ
り
、
新
た
な
魅
力
発
見
へ
と

繋
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

第
三
部
で
は
、
釣
り
好
き
の

Ｐ
ｉ
Ｐ
ｐ
ｏ
さ
ん
謹
製
〝
南
吉

ワ
ー
ル
ド
釣
り
堀
〟
に
挑
戦
！

粘
土
細
工
を
釣
り
上
げ
、
そ
の

生
き
物
が
登
場
す
る
南
吉
の
詩

を
朗
読
し
た
り
、
感
想
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
予
約
者
だ
け
で

な
く
道
行
く
人
も
気
軽
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
森
の
中

に
現
れ
た
〝
釣
り
堀
〟
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
Ｐ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
さ
ん
と
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
詩
を
味
わ
う

こ
の
企
画
は
、
南
吉
作
品
に

ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
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日時　3月 23日（日）10時 5分～ 12時
行程　南吉の生家→岩滑八幡社
→離れの家跡→常福院→光蓮寺
→岩滑小学校→矢勝川堤
→南吉記念館（解散）

十
月
（
神
無
月
）

▼
１
日　

半
田
小
学
校
で
出
前

授
業
。
59
人
参
加
▼
２
日　

有

脇
小
学
校
で
出
前
授
業
。
18
人

参
加
▼
同
日　

亀
崎
小
学
校
で

出
前
授
業
。
78
人
参
加
▼
３
日

乙
川
東
小
学
校
で
出
前
授
業
。

86
人
参
加
▼
４
日　
「
ご
ん
の

誕
生
日
」。
受
付
で
合
言
葉
を

言
っ
た
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。58
人
参
加
▼
６
日　
「
南

吉
の
部
屋
で
写
真
を
撮
ろ
う
」。

46
人
参
加
▼
11
日　

板
山
小
学

校
で
出
前
授
業
。
50
人
参
加
▼

14
日　

特
別
展
「
本
に
押
し
潰

さ
れ
て
死
ね
ば
、
本
望
で
す
～

南
吉
と
読
書
～
」
終
了
。
会
期

中
観
覧
者
数
１
９
６
４
１
人
▼

17
日　

乙
川
小
学
校
で
出
前
授

業
。
99
人
参
加
▼
19
日　

企
画

展
「
新
美
南
吉
記
念
館
開
館
30

年
の
歩
み
」
始
ま
る
（
～
１
月

13
日
）
▼
20
日　

第
36
回
新

美
南
吉
童
話
賞
一
次
審
査
会
▼

23
日　

花
園
小
学
校
で
出
前
授

業
。
91
人
参
加
▼
26
日　

第
八

回
「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」。
安
城
市
文
学
散
歩

編
▼
同
日　

和
歌
山
県
湯
浅
町

立
図
書
館
で
記
念
館
学
芸
員
が

講
演
。
演
題
「
新
美
南
吉
の
生

涯
と
作
品
」

十
一
月
（
霜
月
）

▼
２
～
４
日　
「
童
話
の
森
の

文
化
祭
」
▼
４
日　

第
36
回
新

美
南
吉
童
話
賞
最
終
審
査
会
▼

９
日　

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
南
吉
案
内
人
」
例
会
▼
10
日

瀧
上
工
業
雁
宿
ホ
ー
ル
で
記
念

館
館
長
が
南
吉
と
戦
争
に
つ
い

て
講
演
▼
17
日　
「
ガ
リ
版
体

験
」。
11
人
参
加
▼
23
日　

第

九
回
「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」。
半
田
市
文
学
散

歩
編
▼
24
日　

第
２
０
１
回
新

美
南
吉
読
書
会
。
24
人
参
加
▼

25
日　
「
あ
い
ち
県
民
の
日
学

校
ホ
リ
デ
ー
」で
臨
時
開
館（
無

料
）

企画展「榊原澄香ペーパーアート展」ペーパーアート教室

　南吉童話を題材にペーパーアート作品を制
作している榊原澄

すみ

香
こ

さんの作品展です。

会期　1月 18日（土）
～ 4月 6日（日）

※常設展観覧料（220円）
でご覧いただけます

　榊原澄香さんを講師に、南吉童話をイメー
ジしたペーパーアート作品をつくります。

▼  

Ｂ５サイズ（額縁付き）

日時　2月22日
（土）13時30分
～15時30分

　南吉の命日を偲び、ガイドボランティア「南
吉案内人」の案内で春の岩滑を歩きます。　令和６年に開催した、ゲーム「文豪とアル

ケミスト」タイアップ特別展で販売したグッ
ズを、通信販売いたします。

詳細は記念館 HP へ ▼

特製栞も１枚プレゼント！

イ
ン
ス
タ

　
始
め
ま
し
た

　

新
美
南
吉
記
念
館
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
し
ま
し
た
。
Ｘ
・
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
同
様
に
、
新
美
南
吉

童
話
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ご
ん
吉
く
ん
」
が
、
記
念

館
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ

さ
い
！

日
誌
抄
‥

「文豪とアルケミスト」タイアップグッズ
― 通販取扱のお知らせ ―

貝殻忌ウォーク
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　半田市が開催している新美南吉読書感想画コンクール（事務局：半田市立図書館）には、今年度も
たくさんの応募がありました。このコンクールは市内の小中学生が、南吉作品を読んだ感想を絵にす
るというものです。審査に小学校の教諭をはじめ、南吉記念館館長も加わっています。
　今回は 1,557 点の応募作品の中から 35点が選ばれました。そのうち半田市長賞、半田市教育委員
会賞、新美南吉記念館賞、半田市立図書館賞、優秀賞（5名）を受賞した 9作品をご紹介します。

〈南吉記念館では 1月 4日（土）～ 2月 16日（日）まで優良賞を含む受賞作品 35点を展示〉

●半田市長賞
〈ごんぎつね〉

長利心花（乙川中学校 3年生）

●半田市教育委員会賞
〈巨男の話〉

冨澤希美（半田中学校 1年生）

●新美南吉記念館賞
〈花のき村と盗人たち〉
小澤歩（宮池小学校 4年生）

●半田市立図書館賞
〈がちょうのたんじょうび〉
塩出桜子（宮池小学校 3年生）

●優秀賞
〈でんでんむしのかなしみ〉
石川光浬（有脇小学校 1年生）

●優秀賞
〈かにのしょうばい〉

岩橋旺希（宮池小学校 2年生）

●優秀賞
〈手袋を買いに〉

福原光希（宮池小学校 5年生）

●優秀賞
〈花のき村と盗人たち〉

久冨樹（さくら小学校 6年生）

●優秀賞
〈かげ〉

寺本帆那（半田中学校 2年生）
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